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Abstract 
In ancient Greece, there were three concepts related to music: music for practice; the music of mathematics; and 
the music of philosophy. This study first explores and discusses how the three concepts of music are described 
in the Platonic dialogues. The study then examines the position of each of the three concepts and the kind of role 
they each play in the curriculum theory described in Plato’s Republic and Laws. As part of this examination, 
reference is made to the study of Josef Dolch. The results showed that the music of philosophy subsumes all 
knowledge, including that within music for practice and music of mathematics, as well as other mathematical 
subjects and philosophy. Furthermore, when paired with gymnastics, the music of philosophy constitutes the 





















音楽文化教育学研究紀要 XXVIII 2016.3.22 
- 52 - 
 












































広範なものであると指摘している（Curtius 1973, p.228； Murray 2004, p.386）。  
 以上の先行研究において，プラトンの音楽を「実践としての音楽」，「数学としての音楽」，「哲学として









 プラトンは，『テアイテトス』の中で「弾琴家の許（in the music school）において学習を最後まで仕上げ
たということは，音の一つびとつに，どの糸の音であるかと，追随して行くことができるようになったと
いうことにほかならないのではないか。そして何人もこれこそが音楽のイロハ（the elements of music）と




たりする能力を，この者以上に立派に備えている者はほかにいないのだ」（Plato The statesman, 268B 邦訳 
水野）。さらに『ラケス』には，「（真に音楽の達人（such a man is exactly what I understand by“musical”）と
は）リュラなどの遊びの道具ではなく，…言葉（話）と行動（行為）とが協和音をなすように，もっとも
美しい音階に調律しているのです。それはまさしくドリア調…唯一のギリシアの調である。」（Plato Laches, 










で計られるとリズムとか拍子とか名づけられなければならない」（Plato Philebus, 17C-D 邦訳 田中）という
説明がなされている。そしてその後，「これらのことをきみがこのように把握するならば，その時きみはひ





解しなければなりません」（Plato Epinomis, 978 邦訳 水野）と記述されている。加えて，「正しい方法に従
って学習していく人の目には，すべての幾何学的図形，すべての数列，すべての音階構造，全天体の回転
運動が作る調和関係，これらが一体をなしたものであるのだということが，突如として明確になるはずな
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例えば，『ピレボス』には，「ひたすら知を探求する哲学的精神（ムゥサ）（philosophic muse）」（Plato Philebus, 
67B 邦訳 田中）と記されている。さらに『クラテュロス』には，「ムゥサたちと広く学芸（ムーシケー）
全般だがね，これらを…探求と愛知（哲学）から，この名前「ムゥサ」でもって呼称したのであるようだ




music and work at it）」（Plato Phaedo, 60E 邦訳 松永）という神の啓示を受ける。ソクラテスは，このお告
げに関して，はじめは知を求める営み（哲学）こそは最高のムゥサイの術であり（phirosophy was the greatest 
kind of music），わたしはげんにそれをなしているのだからと思っていた。しかし，死の直前にあって，ソ
クラテスはこの夢がわたしにつくることを命じているのは，ムゥサイの術として一般になじまれている方
（ordinarily called music）かもしれないと思い直すのである（Plato Phaedo, 61 邦訳 松永）。そうして，ソク
ラテスは，「アイソポスの物語を詩のかたちになおしたり，またアポロン神への賛歌をおつくりになった」






Ⅳ 『国家』の教育課程論における 3つの音楽概念の位置 
1．『国家』における 3つの音楽概念 
 『国家』は，全 10 巻からなるプラトンの中期の大作であり，哲人教育論が記されている。その教育論は，
すべての自由市民を対象とする初期の教育段階から，徐々に高度になっていく学習の過程で，統治者とな



























パイデイアは，紀元前 7 世紀，6 世紀の古代ギリシアに生じた概念であり，本来，「子どものしつけ」を
意味していた。しかし，その概念は徐々に移り変わり，「教養人」の育成を示すものへと変化した（Dolch 1971, 
S.18）。そのパイデイアはもともと「音楽（Musik, music）」と「体育（Gymnastik, athletics）」という 2 つの
分野から構成されていた（Jeager 1986, p.210; Barrow 1975, p.23; Dolch 1971, S.18）。さらにドルヒは，ペリ




（Jeager 1986, p.211）。 
 
                     パイデイア 
           音 楽          Paideia           体 育 
           Musik                                          Gymnastik 
青年  文法       算術      市民としての徳 
      修辞学      幾何学                   体操場での身体運動 
    弁証法      天文学 
             音楽理論 
  
少年  読み・書き     計算                    体育訓練場での身体 
    歌，リラの演奏        作家の道徳的・宗教的な評価   運動，祭儀的ダンス 
図 1 ペリクレス時代のアテネにおけるパイデイアの構造 





















図 2 『国家』にみられる教育課程 
 
一方，ドルヒは『国家』にみられる教育課程論について図 3 のような構造を示している。 
50 歳以降 善のイデアの研究，後進の指導 
35 歳から 50 歳 軍事指揮，国家の実務 
30 歳から 35 歳 弁証法 
20 歳から 30 歳 算術・幾何学・天文学・音楽理論 
18 歳から 20 歳 軍務（体育） 
0 歳から 17 歳 算術・幾何学・天文学・音楽理論の初歩，体育と音楽による教育 
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第 4 段階（20 歳以降） 
第 3 段階（18 歳～20 歳） 
第 2 段階（11 歳～17 歳） 
第 1 段階（7 歳～10 歳） 
                                                           
精神的   教育   身体的 
                              geistige    Erziehung   köperliche 






     
   
図 3 『国家』にみられる教育課程の構造 
※ Dolch, J.: Lehrplan des Abendlandes（S.31）より筆者訳出 
 
 図 3 の第 1 段階では，跳躍，格闘，槍投げなど，体育が主な内容となっている。第 2 段階では，詩や音
楽が重視される（この内容は「実践としての音楽」に位置づけられる）。さらに，算術，幾何学，天文学，
音楽理論の初歩もこの段階に位置づけられている。その内容は，土地測量や天体の方位確認などの「実践
的訓練」であった。次いで，第 3 段階では，再び身体的・軍事的訓練に重点が戻る（Dolch 1971, S.31-35）。
そして第 4 段階では，算術，幾何学，天文学，音楽理論を理論的に「正確」かつ「厳密」に学ぶ（ここで
示されている「音楽理論」は，「数学としての音楽」に位置づけられる）。 
 ここで，ドルヒがプラトンの教育課程論を 2 つの柱で捉えているということに着目したい。ドルヒは図






































が提唱されている。デュオニュソスの歌舞団は，30 歳以上 60 歳未満の人々で構成される歌舞団である。
プラトンは，ディオニュソスの歌舞団において，継続的に歌舞を実践することで，魂の調和を取り戻すこ
とを望んだ。長い人生の中で，「常に」憎むべきものを憎み，好むべきものを好むことは難しく，人間の一
生の間にはたるみがくる（Plato The Laws, 653C 邦訳 森，池田，加来）。それを回復させる役割をプラトン
はディオニュソスの歌舞団に与えた（丸橋 1997，pp.24-25）。 
②リラの演奏 









法律の守護者」として，高度な教育を受けることになる（Plato The Laws, 966B 邦訳 森，池田，加来）。「真
の意味での法律の守護者」の教育としては，数学，幾何学，天文学，音楽理論（musical theory），さらに魂
についての理論やいわゆる神学があげられている（Plato The Laws, 967E 邦訳 森，池田，加来）。「最高の
役人たちからなる夜明け前の会議」は，このような教育を経て，守護者となった者たちによって構成され












べ，その教育課程論の構造を表 1 のように示した。 
表 1 から，ドルヒは『国家』と同様，『法律』の教育課程論も 2 つの分野に分けて捉えていることが分か
る。表 1 における 2 つの分野は，図 3 の「精神」と「身体」のカテゴリーで示されていた科目をそれぞれ




ところで，自由市民の教育は表 1 の第 4 段階で修了となるが，「真の意味での法律の守護者」の教育はそ
の後も続く。その学びは，数学，幾何学，天文学，音楽理論，弁証法や神学など，精神を養うものであっ





表 1 『法律』における教育課程の構造 
    実践的・理論的な養成（「夜明け前の会議」のために） 
（20-21 歳）     （青年期） 
（18-19 歳） 





















3-6 歳                 地区ごとの子どもの集まり（Kindergarten） 
     特に，運動や冷静になることを通して，健康，情緒を家庭で発達させ，育成する。 
                             ※ Dolch, J.: Lehrplan des Abendlandes（S.38）より筆者訳出 
 
2．『法律』の教育課程論における 3つの音楽概念の位置 
































れをムーシケーではなく，「音楽（music）」と表記すべきであると明記している（Anderson 1994, pp.52-53; 
Havelock 1963, pp.276-311; Murray 2004, p.377）。マレーは，このソクラテスの会話における「ムゥサイ」
は，音楽実践などの狭義のムーシケーの意味を示すものが含まれており，ムーシケーという表記では，
その意味が曖昧なものになると説明している（Murray 2004, p.377）。 
2）この箇所については「arts and physical training」と表記しているもの（C. Emlyn-jones and W. Preddy）も
あるが，本稿では，「music and gymnastic」と表記しているもの（A. D. Lindsay）に依拠する。 
3）図 2 は下記の文献をふまえ作成した。 
・福井守（1968）「プラトンの教育思想（3）-「国家」を中心として-」『東京女子体育大学紀要』第 3 号， 
pp.131-136。 
・廣川洋一（1999）『プラトンの学園アカデメイア』講談社。 
・今井直重（1969）「プラトンの教育思想」『哲学論文集』第 5 号，pp.7-29。 
・稲富栄次郎（1980）『ソクラテス・プラトンの教育思想』学苑社。 
・川島清吉（1977）『プラトンのアカデメイア：その哲学と教育についての研究』公論社。 
・村井実（1958）「プラトンの国家と教育」『哲學』第 34 号，pp.25-59。 
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